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 ⽕星は過去にその表層に液体の⽔を保持しうるほど温暖湿潤な環境であり、その後⽕星
史を通じて宇宙空間に散逸していった。⼀⽅で周回機による観測により氷を⽰唆する地形
や露出した地下氷そのものが観測されてきている。これはかつて表層⽔として存在していた
ものが地下に輸送され形成された可能性を⽰唆している。しかし、散逸した⽔の量と現在観
測から明らかになっている極域堆積物などの⽔氷の量を合わせても古海洋の⽔の量を⼤き
く下回っている。このことから、現在でも⽕星の地下に古海洋の⼀部が氷として存在しうる
と⾔える。この地下氷の⽰唆となる地形の⼀つにランパートクレーターが挙げられる。ラン
パートクレーターは地下の揮発性物質に富む層に衝突し形成されたと考えられている[1 な
ど] ため、形成当時の地下氷の存在指標となる。 
 ランパートクレーターは 1 層、2 層、それ以上の多数層のローブを持つものとしてそれぞ
れ Single-Layered Ejecta (SLE), Double-Layered Ejecta (DLE), Multiple-Layered Ejecta 
(MLE)クレーターと分類される。DLE クレーターは衝突時に⾶散した地下の揮発性物質由
来で形成された厚い Inner lobe と、⾶散したイジェクタが⼤気と相互作⽤することによっ
て形成された薄い Outer lobe（⼤気由来）の⼆層からなる[2] 。⼀⽅で SLE クレーターは
揮発性物質由来、⼤気由来の形成があるため地下氷の指標としては留意を要する。SLE, DLE, 
MLE クレーターごとの分布は調査されているが[1, 3 など]、SLE クレーターの揮発性物質
と⼤気由来に基づいた分布の調査はこれまでに⾏われていない。⽕星の地下氷推定には揮
発性物質由来と⼤気由来の SLE クレーターの分類を含めた分布を調査が必要となる。しか
し⽬視での分類には熟練を要することや⽕星表⾯のクレーターの数の多さから形体分類に
基づく分布の調査には困難を要する。そこで可視画像に加えて熱⾚外昼間、熱⾚外夜間の画
像を⽤いた形体分類を考えた。 
表⾯の粒径分布や表⾯の凹凸を反映した熱⾚外画像では、可視画像では曖昧であったロー

ブと周囲の地⾯との境界を明確に⾒ることができた。これより 3 つの独⽴した画像データ
セットにより揮発性物質由来と⼤気由来の分類が可能であり、さらには機械学習にも適⽤
可能となり⽕星全球での分布図が作成可能となる。この分布図より⽕星地下氷圏の推定が
可能であると考えている。 
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